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2016 年熊本地震により阿蘇地域に生じた斜面崩壊の空間分布の特徴 
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(1) 動機：2016 年熊本地震に伴い，阿蘇山のカルデラ

壁や中央火口丘群の斜面において，多くの斜面崩

壊が発生した．対象地域では過去の豪雨によって

も斜面崩壊が繰り返し発生してきた．本地域の斜

面崩壊地の分布の特徴を明らかにすることは，今

後の防災対策のために重要である．しかし，斜面

崩壊は浅層で生じる小規模なものが多く，衛星画

像などを用いた従来の手法では正確な判読が困

難であった．そこで本研究では，近年普及が進む

無人航空システム（UAS）で取得した，高精細なデ

ータセットを用い，2016 年熊本地震による斜面崩

壊地を分析した． 
(2) 方法：熊本県阿蘇市に位置する仙酔峡の上流部

の草地斜面（約 2 ㎢）を対象地域とした．地震発生

前の 2016 年 3 月と，地震後の 5 月に UAS を用い

て近接空中写真を撮影し，各時期のオルソ画像，

デジタル表層モデルを作成した．そして，両者を比

較することで約 70 箇所の斜面崩壊地を抽出した．

さらに，尾根線と谷線を基に対象地域を斜面単位

に分割し，標高・傾斜角・斜面方位・曲率などの地

形情報を算出し，斜面崩壊が発生した斜面と非発

生斜面との間で統計的な差異を検証した（図 1）． 
(3) 結果：標高・傾斜角・断面曲率については，斜面崩

壊が発生した斜面と非発生斜面との間で有意差が

みられた（表 1）．標高と傾斜角について，地震によ

る斜面崩壊は一般に急斜面，特に 30 度以上で生

じやすいことと（山口・川邊，1982），本地域は標高

が高いほど急傾斜であること（齋藤ほか，2016）が
明らかとなっており，この結果は先行研究および観

察と整合的である．同様に，断面曲率が凸型を示す

斜面で有意に多く崩壊が生じていることが明らかとな

ったが，地震による斜面崩壊は尾根筋など乙型斜面

で起こりやすいことが先行研究で指摘されている（西

田ほか，1997）．一方，水平曲率については有意差

がみられず，水平方向の凹凸は崩壊の発生に必ず

しも影響しないことを示唆している． 
(4) 使用した機材・ソフトウェア： 

・機材: Trimble UX5, Trimble GeoExplorer 6000XH 
with Trimble Zephyr Geodetic 2 

・ ソフトウェア: Agisoft PhotoScan, Esri ArcGIS 
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図 1：対象地域のオルソ画像と判読した斜面崩壊（ピン

ク色），分割した単位斜面（灰色）の重ね合わせ．

DSM の解像度は 0.5 mで，オルソ画像は地震後

（2016 年 5 月）に撮影した空中写真から作成． 
表 1：各地形要素における斜面崩壊が発生した斜面と

非発生斜面の有意差検定．標高・傾斜角・断面

曲率において有意差がみられる． 

 


